
「
国
道
美
国
新
橋
」
が
完
成
！

　

地
籍
調
査
事
業
の
新
た
な
実
施
に

よ
り
、
当
初
計
画
よ
り
遅
れ
た
美
国

川
河
川
改
修
事
業
は
、地
権
者
な
ど
、

地
域
の
関
係
者
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力

に
よ
り
、
平
成
26
年
度
か
ら
国
道
美

国
橋
架
替
工
事
に
着
手
。10
月
25
日
、

国
道
美
国
新
橋
が
開
通
し
ま
し
た
。

～
町
の
懸
案
課
題
の
解
決
に
55
年
の
歳
月
が
～

　

国
道
美
国
橋
架
替
工
事
は
、
北
海

道
の
河
川
改
修
工
事
の
主
要
な
工
事

の
一
つ
と
し
て
、
北
海
道
の
負
担
に

よ
り
国
道
管
理
者
（
小
樽
開
発
建
設

部
）
が
実
施
し
ま
し
た
。

　

美
国
川
は
、
昭
和
37
年
に
発
生
し

た
台
風
９
号
、
10
号
の
影
響
に
よ

り
、
堤
防
が
決

壊
、
濁
流
が
美
国

市
街
に
押
し
寄

せ
、
３
８
３
戸
が

浸
水
す
る
被
害
の

歴
史
か
ら
今
年
で

ち
ょ
う
ど
55
年
。

当
時
の
被
害
額

は
、
約
２
億
８
，

９
５
０
万
円
（
現

在
の
価
格
で
、
約

11
億
５
千
万
円
）

と
記
録
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
10

年
９
月
と
翌
年
の

７
月
の
台
風
で
は
、
家
屋
浸
水
の
被

害
が
発
生
し
、
現
状
の
河
道
の
流
下

能
力
不
足
、
護
岸
の
老
朽
化
等
に
よ

り
、
堤
防
や
護
岸
が
決
壊
し
甚
大
な

洪
水
被
害
が
発
生
す
る
危
険
度
が
高

ま
っ
て
き
て
い
る
た
め
、
河
川
管
理

者
で
あ
る
北
海
道
が
２
級
河
川
整
備

計
画
に
基
づ
き
事
業
を

進
め
て
き
ま
し
た
。

　

美
国
川
は
、
旧
美
国

橋
の
川
幅
部
分
が
最
も

狭
く
、
50
年
に
一
度
の

大
雨
に
対
応
で
き
な
い

箇
所
と
な
っ
て
い
る
た

め
、
そ
の
解
決
策
が
河

川
整
備
計
画
の
中
で
も

最
も
重
要
な
課
題
と
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
旧
美
国

橋
の
橋
長
29
・
１
ｍ
か

ら
、
美
国
新
橋

の
橋
長
70
・
４

ｍ
と
２
倍
以
上

に
延
伸
し
た
こ

と
に
よ
り
、
川

幅
が
大
き
く
拡
張
さ
れ
、
治

水
上
の
改
善
が
図
ら
れ
た
こ

と
に
な
り
ま
す
。

  

昨
年
８
月
の
十
勝
地
方
の

大
雨
激
甚
災
害
で
は
、
１
週

間
に
３
つ
の
台
風
が
上
陸
。

連
続
す
る
豪
雨
に
よ
り
全
道

各
地
で
甚
大
な
被
害
が
発
生

し
ま
し
た
。
今
後
も
、
異
常

気
象
か
ら
流
域
住
民
の
生
命

と
財
産
を
守
り
、
美
国
川
の

安
全
確
保
を
図
る
た
め
、
引
き
続
き

国
道
美
国
新
橋
か
ら
上
下
流
部
の
河

道
拡
幅
や
護
岸
工
事
、
隣
接
す
る
町

道
の
新
た
な
付
替
工
事
が
進
め
ら
れ

ま
す
。

　

国
・
道
の
予
算
の
増
額
確
保
と
の

戦
い
が
続
く
、
38
億
円
を
超
え
る
郷

土
の
世
紀
の
大
事
業
。
町
民
や
関
係

地
権
者
の
皆
さ
ん
に
は
、
引
き
続
き

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

郷土の誇りと歴史に“感謝”をこめて

成田智世子さんが９句の俳句を寄贈

神威岬灯台に“俳句”

▲昭和 40 年頃の美国橋

▲開通した美国新橋

▲解体前の旧美国橋
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灯
台
　
に
「
感
謝
」
と
「
願
い
」

　
を
こ
め
た
俳
句

　

２
０
１
７
年
度
「
恋
す
る
灯
台
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
、
神
威
岬
灯
台
が

選
ば
れ
た
こ
と
か
ら
、
美
国
踏
青
俳

句
会
会
長
の
成
田
智
世
子
さ
ん
が
当

町
の
新
た
な
観
光
発
信
と
灯
台
守
の

苦
難
の
歴
史
に
感
謝
の
気
持
ち
を
こ

め
て
俳
句
を
作
り
、
10
月
25
日
、
小

樽
海
上
保
安
部
と
第
１
管
区
海
上
保

安
本
部
へ
寄
贈
し
ま
し
た
。

　

こ
の
日
、
成
田
さ
ん
が
、
松
井
町

長
の
案
内
で
小
樽
海
上
保
安
部
を
訪

問
。
梶
山
裕
司
小
樽
海
上
保

安
部
長
（
写
真
・
右
か
ら
２
人

目
）
と
、
田
中
功
第
１
管
区

海
上
保
安
本
部
交
通
部
長

（
写
真
・
左
）
に
俳
句
額
を
寄

贈
。
そ
れ
ぞ
れ
の
句
に
こ
め

ら
れ
た
神
威
岬
灯
台
へ
の
想

い
を
伝
え
ま
し
た
。

　

ま
た
11
月
１
日
に
は
、
松

井
町
長
に
託
さ
れ
た
３
句
の

俳
句
額
が
国
土
交
通
省
海
上

保
安
庁
八
木
一
夫
交
通
部
長

に
、
波
房
克
典
日
本
ロ
マ
ン

チ
ス
ト
協
会
長
と
海
野
光
行
日
本
財

団
常
務
理
事
に
１
句
の
色
紙
が
そ
れ

ぞ
れ
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

　

「
全
国
恋
す
る
灯
台
サ
ミ
ッ
ト
」

　
に
参
加

　

「
恋
す
る
灯
台
」
に
認
定
さ
れ
た

全
国
31
の
市
町
村
が
集
う
「
恋
す
る

灯
台
サ
ミ
ッ
ト
」
が
11
月
１
日
、
大

勢
の
報
道
機
関
が
集
ま
る
中
、
東
京

都
の
日
本
財
団
で
開
催
さ
れ
、
松
井

町
長
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

こ
の
サ
ミ
ッ
ト
で
は
、「
恋
す
る

灯
台
」
を
地
域
の
価
値
あ
る
観
光
資

源
と
し
て
新
た
な
活
用
の
可
能
性
に

つ
い
て
、
様
々
な
分
野
の
専
門
家
か

ら
、
こ
れ
ま
で
に
は
な
い
海
外
や
全

国
の
灯
台
の
活
か
し
方
に
つ
い
て
意

見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
交
流
会
で
は
、
松
井
町
長

が
31
の
市
町
村
を
代
表
し
て
あ
い
さ

つ
を
行
い
、
同
行
し
た
佐
藤
理
商
工

観
光
課
総
括
主
査
と
共
に
、
積
丹
ブ

ル
ー
と
北
海
道
遺
産
神
威
岬
の
魅
力

を
全
国
に
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。

　

神
威
岬
灯
台
は
、
来
年
開
設

１
３
０
年
を
迎
え
ま
す
。

郷土の誇りと歴史に“感謝”をこめて

成田智世子さんが９句の俳句を寄贈

神威岬灯台に“俳句”

烏
賊
火
燃
ゆ 

恋
す
る
灯
台 

わ
が
町
に

小
鳥
来
て 

恋
告
ぐ
岬
の 
灯
台
に

時
化
波
が 

呑
み
し
妻
子
よ 
歳
月
よ

 

成
田　

智
世
子

▲３句ずつ贈られた俳句（右：小樽海保、中央：第１管区、左：海上保安庁）

 

”

 

”

風
か
ら
む 

岬
の
馬ま

せ

み

ち

背
路 

実
は
ま
な
す

時
化
の
夜
の 

灯
台
は
父 

灯
は
母
よ

神
威
名
の 

灯
台
の
沖 

風
光
る

幾
星
霜 

経
し
灯
台
や 

鳥
渡
る

灯
台
守
に 

雪
は
下
よ
り 

吹
き
あ
ぐ
と

灯
台
の 

あ
か
り
は
ぬ
く
し 

過
疎
の
村

▲海上保安庁（八木一夫交通部長室）
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